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島根県立図書館 



 利 用 案 内 

 

１ 開館及び休館  
   (1)開館時間 

     火曜から金曜日 

      ３月～10月   ９時～19時 

      11月～２月   ９時～18時 

     土・日曜日・休日 

      通 年     ９時～17時 

   (2)休館日 

     毎週月曜日    （この日が休日に当たるときを除く） 

     毎月第一木曜日（この日が休日に当たるときは、翌日以降の平日） 

     年末年始      （12月28日から翌年１月４日まで） 

     特別整理期間  （11月22日から11月30日まで） 

２ 図書の貸出  １人10冊まで 15日以内 

３ 複写サービス 

   (1)受付時間 …………………………９時～閉館30分前まで 

   (2)一般の資料・セルフコピー ……中央カウンター（２階） 

   (3)郷土資料･マイクロフィルム……郷土資料室（２階） 

４ 電話案内 

   (1)館内総合案内…………………サービス担当（２階）……………0852-22-5748 

   (2)図書の貸出・返却        〃                 〃 

   (3)郵送による貸出         〃                 〃 
   (4)資料調査・相談の問合せ……参考資料室（２階） ……………………22-5739 

   (5)郷土資料の問合せ……………郷土資料室（２階） ……………………22-5742 

   (6)児童図書の貸出・相談………こども室 （１階） ……………………22-5746 

      幼児・児童読書普及 ………………………………………………………22-6077 

   (7)市町村読書施設支援…………地域支援係（１階） ……………………22-5729 

     団体貸出・読書会 …………………………………………………………22-5730 

   (8)各種講座問合せ………………郷土資料・調査係（２階） ……………22-5732 

   (9)西部地域の読書相談…………西部読書普及センター ………… 0855-23-6785 

     ＊西部読書普及センターは、個人貸出しは行っておりません。 

５ ファクシミリ 

   (1)資料調査・相談用……………………………………………………0852-27-3458 

   (2)図書館全般 …………………………………………………………………22-5728 

   (3)西部読書普及センター………………………………………………0855-22-4225 

６ ホームページ ……………………… http://www.library.pref.shimane.lg.jp/ 

 

                       表紙題字：藤岡大拙氏（島根県立大学短期大学部名誉教授） 

表紙イラスト：かげやままき氏（絵本作家・飯南町在住） 

この頁イラスト：安部富男氏（松江市文化協会理事） 
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 〔基本理念〕 

        

県民一人ひとりが個性を発揮し社会の一員として自立する「人づくり」と、心豊かに暮らせる 

活力ある「地域づくり」に資する「知の拠点」 

 

   図書館は、基本的人権のひとつとして知る自由をもつ国民に、資料と施設を提供すことを重要

な使命としており、国民の教育と文化の発展に寄与することを目的とする生涯学習・社会教育施

設である。 

また、県立図書館は、県行政の一翼を担う教育機関として、島根県の目指す県民誰もが誇りと

自信を持てる、活力ある島根の実現にその役割を果たさなくてはならない。住民生活の向上を目

指し地域住民と行政が協働で地域づくりを進めていくには、それを担う人づくり、人材の養成が

不可欠である。 

自己判断、自己責任が求められる現代の社会においては、自ら考え、判断する力を培うために

読書が大切な要素となる。特に、子どものころから読書に親しむ習慣を身に付けることが大切で

ある。「子どもの読書活動は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊

かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものである

（子どもの読書活動の推進に関する法律第 2 条 基本理念）」ことから、図書館は学校、家庭、

地域などと連携を深め、子どもを取り巻く読書環境を整備していくことが求められている。 

さらに、持続可能で活力のある地域社会の実現のためには、住民一人ひとりが、それぞれのニ

ーズに応じた多様な学習をあらゆる機会と場所において能動的・自発的に行い、その学習成果を

社会に生かしていくことができる生涯学習社会の構築が必要になる。そのためには、県立図書館

は、資料・情報の提供に留まらず、人と人が互いに連携・交流しつながる場や、関係機関と連携

した読書環境の整備や学習機会の提供を行い、地域活性化への支援を行っていかなくてはならな

い。 

   〔平成２８年度基本方針〕 

人づくり、地域づくりに資する知の拠点となる図書館の実現のために、平成２６年６月に今後

５年間を目途として策定した第３次島根県立図書館振興計画の５つの目標の達成を図る。（第３

年次） 

（１）地域の図書館を支援する県立図書館 

（２）子どもの読書活動を支援する県立図書館 
  （３）郷土の歴史や文化を継承し、情報発信する県立図書館 
  （４）県民の課題解決を支援する県立図書館 

（５）情報の拠点となる県立図書館 

Ⅰ 事業概要 
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Ⅰ　事業概要

１　平成28年度　運営基本方針



－ 2－

２　平成28年度　事業計画



－ 3－

３　平成28年度　文化事業・広報計画
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４　平成28年度　市町村支援計画
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５　平成27年度　事業報告
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６　平成28年度　図書館資料等整備計画
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７　平成27年度　図書館資料等整備状況
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◎ 雲州松平家文庫                                                                ２，８５０ 冊 

  第１５代当主松平直壽氏から寄贈された、雲州松平家に代々伝わる系図や歴代松江藩主の記録である年譜、家譜な

ど３３冊と直亮公伝記資料、系図松平家(折本)外９点の計４３点の資料と、明治末から昭和にかけて、第１３代当主

直亮氏より寄贈された、歴代藩主が収集した『大日本史』などの歴史書や木版版の『群書類従』、『宇津保物語』な

どの古典籍等、江戸時代後期から大正期までに刊行された版本（木版印刷本）が多数含まれる貴重な資料群。 

◎ 雲藩文庫                                         ２６９冊 
 松江藩主松平斉貴（松平不昧の孫）が収集した洋学書。「雲藩図書」「修道館蔵」「松江図書」などの蔵書印が捺さ
れている。斉貴は新奇を好み、時計の収集家として知られているが、洋学の導入にも積極的で、藩士の子弟を遊学さ
せる一方、蘭語事典・医書・兵術書など、主として蘭語洋書を収集し、藩校に備えたといわれている。この文庫はそ
の一部である。中でもフランソワ・ハルマ（Francois Halma）の蘭仏・仏蘭辞典２冊（1781、ハーグ刊）は貴重であ
り、稲村三伯のハルマ和解の底本になったといわれている。 

◎ ヘルン（ラフカディオ・ハーン）文庫                            １，２４９冊 
 明治23年から24年にかけて１年３か月間、松江中学校教師として赴任し、多数の作品を著したラフカディオ・ハー
ンに関する文献を収集したもの。 

◎ 西田文庫                                     ５１９冊 文書１０点 
 明治前期、松江中学校の教師であり、ラフカディオ・ハーンと親交のあった西田千太郎の旧蔵書。幕末から明治初
期に使われた読本や教科書、ヘルンから贈られた文学書等。 

◎ 曽田文庫                                         １，９０２冊 
 松江市法吉町の曽田虎一郎氏が、農事のかたわら収集した旧蔵書。主に農書及び郷土資料。 

◎ 山口文庫                                         ６，７００冊 
 大蔵省、日本銀行などの要職を歴任した松江出身の山口宗義氏の旧蔵書。漢籍が主で、朝鮮本や唐本には古版に属
する貴重書がある。 

◎ 鶴田文庫                                           ２６７冊 
 江津出身の鶴田真秀氏の解読浄書による石見近世史料集。主として石見における海事・製鉄（タタラ）関係史料で、
経済史研究上貴重なものである。 

◎ 深田文庫                                           １５３冊 
 出雲、隠岐地方の産業、農業関係資料 

◎ 島根県史編纂資料                                     ２，２７４冊 
 島根県史（全11巻 大正10年～昭和５年刊）の編纂にあたり、採訪筆写した古文書、古記録類で、特に中世文書に
ついては、県内に存在するものの大部分を影写していて貴重である。 

◎ 島根県立図書館所蔵漢籍                                 １０，４００冊 
 松江藩藩校の旧蔵書、県庁引継資料等を含めた、当館所蔵資料中の漢籍類をまとめ、長澤規矩也氏の助言により、
四庫分類で整理したもの。 

◎ 松江藩郡奉行書文書                                      １４７袋 
 松江藩の民事訴訟（境界争い、金銭貸借等）記録。江戸時代の記録保存方法である一事件を一袋に納めた「一件袋」
の形態と、作成された当時の状態がそのまま残っていたことから、全国的にも珍しい貴重な史料。 

◎ 松江藩御徒古記録                                       １５２冊 
 松江藩の下級役人の勤務記録。藩政資料の少ない松江藩では貴重な原本記録類。 

◎ 松江藩儒臣桃家資料                                      ３０５冊 
 松江市出身、東京大学名誉教授桃裕行氏旧蔵書。桃白鹿、桃節山等、松江藩儒臣の家に伝来した文書記録類。 

◎ 内藤文庫 
 島根大学名誉教授内藤正中氏の旧蔵書。島根県近代史、社会経済史、労働運動史、日韓関係史等の著書と、編纂に
かかわられた県史、県議会史、市町村史等の収集資料。ほかに商工会議所等の団体史関係資料、明治時代の新聞、統
計書等。執筆のために収集された資料は、今後、入手し難いものも多く、貴重である。 

◎ 入谷文庫 
 島根大学名誉教授入谷仙介氏の旧蔵書。中国漢詩、漢文関係資料。中国語文献。線装本（漢詩、和書）。稀覯本も
多く、中国関係資料は全国的にも充実した資料群となる。ほかに文化人類学、民族学関係資料と、在松江時代に収集
された剪淞吟社（戦前の漢詩結社）関係ほかの島根県地域資料。著書論文ほかの収集資料。 

８ 各 種 文 庫 ８　各 種 文 庫
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９　出版資料・広報資料
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10　西部読書普及センター
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11　島根県立図書館当初予算
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Ⅱ　組織及び施設概要

１　島根県立図書館協議会
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２　平成28年度　運営組織図・分掌事務
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４　建物の概要
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Ⅲ　資料編

１　島根県立図書館沿革
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昭和52年３月25日 

島根県教育委員会規則第５号 

 島根県立図書館の管理、運営及び利用に関する規則をここに公布する。 

   島根県立図書館の管理、運営及び利用に関する規則 

目次 

 第１章 総則（第１条―第５条） 

 第２章 図書館資料の利用 

  第１節 個人利用（第６条―第12条） 

  第２節 団体利用（第13条―第15条） 

  第３節 市町村による利用（第16条-第18条） 

  第４節 文書資料の利用（第19条） 

  第３章 削除 

  第４章 相互貸借による資料の利用（第20条―第24条） 

  第５章 図書館資料の特別利用（第25条） 

  第６章 図書館施設及び設備の利用（第26条・第27条） 

  第７章 図書館資料の寄贈と寄託（第28条―第32条） 

  第８章 利用制限と損害弁償（第33条・第34条） 

  第９章 補則（第35条） 

附則 

 

   第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、法令に特別の定めがあるもののほか、島根県立図書館（以下「図書館」という。） 

の管理、運営及び利用について必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

 ⑴ 図書館資料 図書資料、文書資料及び視聴覚資料をいう。 

 ⑵ 図書資料 図書、記録及び郷土資料（文書資料であるものを除く。）の類をいう。 

 ⑶ 文書資料 古文書、古記録、巻物、古絵図及び古地図の類をいう。 

 ⑷ 視聴覚資料 レコード、録音テープ、映画フィルム、スライド、ＣＤ及びＤＶＤの類をいう。 

（利用時間） 

第３条 図書館の利用時間は、次表のとおりとする。 

施   設   名 曜  日 期  間 利用時間 

島根県立図書館 
火～金曜日 

３～10月 ９～19時 

11～２月 ９～18時 

土・日曜日及び休日 通年 ９～17時 

西部読書普及センター 月～金曜日 通年 ９～17時 

備考 この表において、休日とは、国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日をいう。 

２ 前項の利用時間は、島根県立図書館長（以下「館長」という。）が必要があると認めるときは、こ

れを臨時に変更することができる。この場合は、あらかじめ図書館の掲示場に公示する。 

（休館日） 

第４条 図書館（西部読書普及センター（以下「センター」という。）を除く。）の休館日は、次のと

２ 島根県立図書館の管理、運営及び利用に関する規則 ２　島根県立図書館の管理、運営及び利用に関する規則
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おりとする。 

 ⑴ 12月28日から翌年１月４日まで（次号から第4号までに掲げる日を除く。） 

 ⑵ 毎週月曜日。ただし、この日が国民の祝日に関する法律に規定する休日（以下「休日」という。）

に当たるときを除く。 

 ⑶ 毎月第１木曜日。ただし、この日が休日に当たるときは、その翌日以降の最初の休日でない日

（日曜日及び土曜日を除く。） 

 ⑷ 特別整理期間（年間10日間以内） 

２ センターの休館日は、次のとおりとする。 

 ⑴ 12月28日から翌年１月４日まで（次号から第3号までに掲げる日を除く。） 

 ⑵ 国民の祝日に関する法律第３条に規定する休日 

 ⑶ 毎週の日曜日及び土曜日 

３ 第１項の規定にかかわらず、館長が必要があると認めるときは、臨時に休館し、 

又は開館することができる。この場合はあらかじめ図書館の掲示場に公示する。 

（図書館資料の複写） 

第５条 図書館資料（文書資料を除く。第6条、第9条第1号及び第2号並びに第29条第1項においても同

じ。）の複写を希望する者は、複写申込書（様式第１号）により申し込むものとする。 

２ 複写業務の実施については、館長が別に定める。 

 

   第２章 図書館資料の利用 

    第１節 個人利用 

第６条 図書館内（以下「館内」という。）において、所定の資料室等に配架された図書館資料を利用

しようとする者は、当該資料室等で自由に利用することができる。 

２ 書庫の図書館資料については、館内閲覧票（様式第２号）により利用することができる。 

３ 図書館資料を撮影し、又は出版物へ掲載しようとする者は、撮影・掲載許可申請書(様式第2号の

2)により館長の許可を受けなければならない。 

（館外利用手続） 

第７条 図書館外（以下「館外」という。）において、図書館資料を利用しようとする者は、図書貸出

カード（様式第３号）により、利用することができる。 

２ 前項の場合において次の各号のいずれかに該当する者であって、来館することが困難である場合

は、郵送等により利用することができる。 

 ⑴ 満年齢75歳以上の者 

 ⑵ 身体に障害のある者 

 ⑶ その他館長が必要と認めたもの 

（館外利用の冊数と期間） 

第８条 館外で利用できる図書館資料は、10冊以内とし、その期間は、15日以内とする。ただし、郵

送等による利用の場合は、発送の日から30日以内とする。 

（館外利用ができる資料の範囲） 

第９条 次の各号に掲げるもの以外の図書館資料は、館外において利用することができる。 

 ⑴ 禁帯出の表示のある図書館資料 

 ⑵ 郷土資料等の貴重な図書館資料 

 ⑶ 新聞、官報の類 

 ⑷ 文書資料 

 ⑸ その他館長が適当でないと認めるもの 

（館外利用ができる者） 

第10条 館外において図書館資料を利用できる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

 ⑴  県内に居住し、又は通勤し、若しくは通学する者 
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 ⑵ 来館利用が可能な県外居住者で、館長が認めた者 

（図書貸出カードの交付） 

第11条 図書貸出カードの交付を受けようとする者は、貸出登録申込書（様式第４号）を提出しなけ

ればならない。 

２ 図書貸出カードの交付を受けている者が、住所、身分若しくは氏名を変更し、又は亡失した場合

は、速やかに館長に届け出なければならない。 

（図書貸出カードの失効） 

第12条 図書貸出カードの交付を受けている者が、次の各号のいずれかに該当する場合は、その者の

所持する図書貸出カードは、その日から効力を失うものとする。 

 ⑴ 第10条に該当しなくなったとき。 

 ⑵ 事実を偽って図書貸出カードの交付を受けたとき。 

 ⑶ 図書貸出カードを改ざんし、又は他人に譲渡し、若しくは貸与したとき。 

 ⑷ 図書貸出カードの亡失の届出をしたとき。 

 ⑸ ５年間、図書貸出カードを使用しなかったとき。 

    第２節 団体利用 

（利用手続） 

第13条 図書資料を、県内の学校、読書会、子ども会、職場等の団体が利用しようとするときは、団

体利用登録申込書（様式第５号）により、館長に提出しなければならない。 

（利用の冊数と期間） 

第14条 団体で利用できる図書資料は、100冊以内とし、その期間は、３カ月以内とする。 

（館外利用できる資料の範囲） 

第15条 団体で館外利用できる図書資料の範囲については、第９条を準用する。 

    第３節 市町村による利用 

（協力巡回、配本） 

第16条 削除 

（市町村への一括貸出） 

第17条 図書資料の一括貸出を利用しようとする市町村は、館長の許可を受けなければならない。 

第18条 削除 

    第４節 文書資料の利用 

（利用手続等） 

第19条 文書資料（第28条第1項の規定により寄贈又は寄託を受けたものを含む）を利用（撮影又は出

版物への掲載を含む。次項において同じ。）しようとする者は、別に定めるところにより館長の承

認を得なければならない。 

２ 島根県教育委員会の管理する歴史資料の利用に関する規則（平成25年島根県教育委員会規則第5

号）第4条及び第5条第1項の規定は、前項の承認について準用する。 

 

   第３章 削除 

 

   第４章 相互貸借による資料の利用 

（利用手続） 

第20条 相互貸借により図書館資料の貸出しを受けようとする図書館等は、文書によって館長に申し

込まなければならない。 

（利用の冊数と期間） 

第21条 相互貸借により貸出しできる図書館資料は、50冊（県内の市町村立図書館、高等学校及び特

別支援学校の学校図書館（学校司書等の担当者が配置されたものに限る。）等にあっては、300冊以

内）とし、貸出期間は、発送の日から30日以内とする。 



－ 32 －

－32－ 

（利用できる資料の範囲） 

第22条 相互貸借により貸出しできる図書館資料の範囲については、第9条の規定を準用する。 

（資料の送付方法等） 

第23条 図書館資料の送付は、郵送等によるものとする。 

２ 前項の送付のうち、返納に要する費用は、貸出を受けた図書館等の負担とする。ただし、館長が 

別に定めた基準に該当するときは、この限りでない。 

（資料の管理責任） 

第24条 図書館資料の貸出しを受けている図書館等は、当該図書館資料の管理について、一切の責任

を負わなければならない。 

   第５章 図書館資料の特別利用 

第25条 館長は、図書館資料の利用について、特に必要があると認めるときは、第8条、第9条（文書

資料に係るものを除く。）、第10条、第14条、第15条、第21条及び第22条の規定にかかわらず、利用

の冊数、期間、範囲等を超えて利用させることができる。 

２ 前項の特別利用をしようとする者は、特別利用申込書（様式第6号）により館長の許可を受けなけ

ればならない。 

 

   第６章 図書館施設及び設備の利用 

（利用手続） 

第26条 図書館の事業に関連のある会議、研究会、講演会等のために、施設及び設備（以下「施設等」

という。）を利用しようとする場合は、使用期日の７日前までに、施設等使用申込書（様式第7号）

により館長の許可を受けなければならない。 

（許可の取消し等） 

第27条 館長は、前条の使用許可をした後において、次の各号のいずれかに該当する場合は、許可を

取り消し、又は使用を中止させることができる。 

 ⑴ 施設等使用申込書に虚偽の記載があったとき。 

 ⑵ 図書館の管理上特に必要があるとき。 

２ 前項の取消し等により損害を生ずることがあっても、これに対する補償は行わない。 

 

   第７章 図書館資料の寄贈と寄託 

（寄贈と寄託） 

第28条 館長は、図書館資料の寄贈又は寄託を受けることができる。 

２ 寄託しようとする者は、寄託申込書（様式第8号）により館長に申し込まなければならない。 

３ 館長は、受託を決定したときは、寄託者に受託書（様式第9号）を交付しなければならない。 

４ 館長は、文書資料の寄贈を受けたときは、寄贈文書受入書（様式第11号）を交付しなければなら

ない。 

５ 島根県教育委員会の管理する歴史資料の利用に関する規則第6条の規定は、文書資料の寄贈又は寄

託について準用する。  

（寄贈及び寄託資料の取扱い） 

第29条 寄贈及び寄託資料（文書資料であるものを除く。）は、図書館資料と同等の取扱いとするが、

寄託資料（文書資料であるものを除く。）の館外利用はできない。ただし、寄託者の承諾を得た場

合はこの限りでない。 

２ 寄託資料（文書資料であるものを除く。）を掲載しようとする者は、寄託者の承諾を得るものとす

る。 

（寄託期間） 

第30条 寄託期間は、原則として受託書交付の日から起算して2年以上とする。また双方異議のない場

合は、期間満了後更に１年更新できるものとし、以後についても同様とする。 
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（寄託資料の損害賠償責任） 

第31条 館長は、寄託資料が火災、水害等避けられない災害により毀損し、汚損し、又は亡失したと

きは、その責任を負わないものとする。 

（寄託にともなう費用） 

第32条 寄託に伴う送料等の費用は、寄託者の負担とする。ただし、館長が特別の理由があると認め

たときは、その一部又は全部を免除することができる。 

２ 寄託資料の保管料は、これを徴しない。 

 

   第８章 利用制限と損害弁償 

（利用制限） 

第33条 館長は、利用者が図書館資料又は、施設等を利用しようとする場合に、次の各号のいずれか

に該当するときは、その利用を停止し、又は禁止等の制限をすることができる。 

 ⑴ 館内において、他の利用者に著しく迷惑を及ぼす行為をしたとき。 

 ⑵ 図書館資料の返納期限後1か月以上経過したとき、又は弁償の責を負わなかったとき。 

 ⑶ 故意に図書館資料又は図書館の施設等を毀損し、汚損し、又は亡失したとき。 

（損害の弁償） 

第34条 図書館資料又は図書館の施設等をき損し、著しく汚損し、又は亡失した者は、速やかにその

旨を亡失（毀損）届書（様式第10号）により館長に届け出なければならない。 

２ 館長は、前項の届出があったとき、又は発見したときは、次の各号のいずれかにより弁償させる

ものとする。ただし、天災その他やむを得ない事由によるものと館長が認めたときは、この限りで

ない。 

 ⑴ 同等又は類似の現品による補槇 

 ⑵ 完全な修復 

   第９章 補則 

（細則等への委任） 

第35条 この規則に定めるもののほか、図書館の管理、運営及び利用に関して必要な事項は、教育長

が別に定める。 

   附 則 

１ この規則は、昭和52年４月１日から施行する。 

２ 島根県立図書館管理運営規則（昭和36年４月１日島根県教育委員会規則第16号） 

及び島根県立図書館利用規程（昭和44年10月７日島根県教育委員会告示第８号）は、廃止する。 

３ この規則の施行の日前に、この規則による改正前の島根県立図書館利用規程第12条、第17条、第

33条及び第38条の規定に基づき貸し出しを受けた図書館資料の返納期限については、なお従前の例

による。 

 

（省略） 

 

   附 則（平成27年教委規則第18号） 

（施行日） 

１ この規則は、平成27年7月20日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正前の島根県立図書館の管理、運営及び利用に関する規則の規定により作成し

た用紙でこの規則の施行の際、現に残存するものについては、当分の間、これを取り繕い使用する

ことができる。 

 

（様式は省略） 
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島根県教育委員会規則第５号 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、島根県教育委員会の管理する歴史資料の利用に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 

⑴ 歴史資料 島根県教育委員会の実施機関において、一般の利用に供することを目的として管理している歴史的若しくは文化的な資料又は学術研究

用の資料（島根県立図書館の管理、運営及び利用に関する規則（昭和52年島根県教育委員会規則第５号）第２条第１号の図書館資料を除く。）をいう。 

⑵ 利用 閲覧、複写、公開及び貸出しをいう。 

⑶ 公開 印刷物への掲載、テレビジョン放送、インターネットの利用その他の方法により不特定多数の者が情報の提供を受けることができる状態にする

ことをいう。 

⑷ 実施機関 島根県教育庁等組織規則（昭和43年島根県教育委員会規則第８号）第５条第１号から第４号までに規定する機関をいう。 

（利用の手続） 

第３条 歴史資料の利用の請求をしようとする者は、当該歴史資料を管理する実施機関の長の承認を得なければならない。 

２ 前項の利用の請求に関し必要な事項は、教育長が別に定める。 

（利用の制限） 

第４条 実施機関の長は、前条第１項の規定による歴史資料の利用の請求があった場合には、次に掲げる場合を除き、当該利用請求をした者に対し、当

該利用請求に係る歴史資料を利用させることができる。 

⑴ 利用に供することにより、法人その他の団体又は個人（以下この項において「法人等」という。）の権利利益を害するおそれがある場合 

⑵ 歴史資料がその全部又は一部を一定の期間公にしないことを条件としている寄贈資料等（法人等から寄贈又は寄託を受けているものをいう。以下同

じ。）であって、当該期間が経過していない場合、歴史資料の全部又は一部を公にする場合において寄贈資料等の寄贈又は寄託をした者（以下「寄贈

者等」という。）の承諾を得ることを条件としている場合であって、寄贈者等の承諾が得られないときその他第６条に規定する利用に関する条件に適合

しない場合 

⑶ 利用に供することにより、歴史資料の破損又は汚損を生ずるおそれがある場合 

⑷ 歴史資料の調査又は整理のため実施機関が現に使用している場合 

⑸ 前各号に掲げるもののほか教育長が利用を制限することが適切であると認める場合 

（特別利用） 

第５条 実施機関の長は、前条第１号の規定にかかわらず、次のいずれかに該当する場合は、歴史資料を特別に利用させることができる。 

⑴ 国、地方公共団体、独立行政法人等（独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律（平成13年法律第140号）第２条第１項の独立行政法人等

をいう。次号において同じ。）及び地方独立行政法人（地方独立行政法人法（平成15年法律第118号）第２条第１項の地方独立行政法人をいう。次号に

おいて同じ。）の職員で、当該歴史資料の利用が当該職員の所掌する事務の執行上、特に必要であると認められるもの 

⑵ 学校教育法（昭和22年法律第26号）第83条の大学（当該大学に置かれる同法第91条の専攻科及び同法第97条の大学院を含む。）又は独立行政法人

等若しくは地方独立行政法人の職員のうち専ら研究に従事する者で、当該歴史資料の利用がその研究にとって特に必要であると認められるもの 

２ 前項の規定による利用の請求に関し必要な事項は、教育長が別に定める。 

（寄贈資料等の利用条件） 

第６条 実施機関の長は、寄贈資料等の利用に関して、寄贈者等の希望に応じ利用の制限を行う範囲及びこれが適用される期間並びに寄贈者等の承諾

を得ること又は寄贈者等に報告することの要否その他利用に関する条件を定めるものとする。 

（資料目録の作成） 

第７条 実施機関の長は、名称その他利用に資するために必要な事項を記載した目録を作成し、公開しなければならない。 

 （利用者の責務） 

第８条 第３条第１項の承認を受けた者（以下「利用者」という。）は、利用に関して当該歴史資料を管理する実施機関の職員の指示に従わなければならな

い。 

２ 利用者は、歴史資料を汚損し、又は破損してはならない。 

３ 実施機関の長は、前項の規定に違反したもの又は違反するおそれがあると認められるものに対し、歴史資料の利用を中止させ、又は禁止することが

できる。 

４ 利用者は、歴史資料に含まれる情報を利用することによって著作権、プライバシーその他第三者の権利利益を害した場合は、その一切の責任を負う

ものとする。 

 （雑則） 

第９条 この規則に定めるもののほか、歴史資料の取扱いに関し必要な事項は、教育長が別に定める。 

   附 則 

 この規則は、平成25年４月１日から施行する。 

３ 島根県教育委員会の管理する歴史資料に関する規則 

３　島根県教育委員会の管理する歴史資料に関する規則
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４　県内公共図書館
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図 書 館 名 郵便番号 所  在  地 電 話 番 号 

鳥 取 県 立 図 書 館 680－0017 鳥取市尚徳町 101 0857－26－8155 

岡 山 県 立 図 書 館 700－0823 岡山市北区丸の内 2丁目 6－30 086－224－1286 

広 島 県 立 図 書 館 730－0052 広島市中区千田町 3丁目 7－47 082－241－4995 

山口県立山口図書館 753－0083 山口市後河原 150－1 083－924－2111 

広島市立中央図書館 730－0011 広島市中区基町 3－1 082－222－5542 

岡山市立中央図書館 700－0843 岡山市北区二日市町 56 086－223－3373 

 

 

 

 

図 書 館 等 名 郵便番号 所  在  地 電 話 番 号 

国立国会図書館東京本館 100－8924 千代田区永田町 1－10－1 03－3581－2331 

国立国会図書館関西館 619－0287 京都府相楽郡精華町精華台 8－1－3 0774－98－1200 

国立国会図書館 

国際子ども図書館 
110－0007 台東区上野公園 12－49 03－3827－2053 

東京都立中央図書館 106－8575 港区南麻布 5丁目 7－13 03－3442－8451 

(公益社団法人) 

日本図書館協会 
104－0033 中央区新川 1－11－14 03－3523－0811 

全国公共図書館協議会 106－8575 
港区南麻布 5－7－13 

（都立中央図書館内） 
03－3442－8451 

 
 
 

 

社団法人 著作権情報センター著作権相談室 著作権テレホンガイド 03－5348－6036 

 

６ 国立等図書館・関係団体 

５ 中国地区県･政令指定市立図書館 

７ 著作権のことなら… 
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５　中国地区県・政令指定市立図書館

６　国立等図書館・関係団体

７　著作権のことなら…
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８　島根県立図書館主要データ





島根県立図書館案内図 
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